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 論文・内 容要
巳
日
 脳血流調節のr因子として神経性因子が古くからあげられているが.その存否については,生
 理学的早薬理学的に種々の説があむ未だ解明されていない。組織学的分野に凄いては,すでに光
 学顕微鏡的に渡銀法で脳動脈壁血管神経の存在が知られているが,この細い自律神経線維の有無
 を確認するためには,電子顕微鏡を用いて動脈壁全周をくまなく検索する方が確実であり,同時
 に神経終末の微細構造をも明らかにできる利点がある。最近,Dah■,Ne■θOn({964)が
 人の小脳動脈について,またSamara8inghe(1963)がラットの脳底動脈と中大脳動脈
 について電顕的に観察結果を発表している。しかし頭蓋内動脈の各部に対する自律神経線維の分
 布を系統的に明らかにしたものは未だなく,神経線維と中膜平滑筋との関係喧な封検討の余地が
 ある。
 本研究はこれらの点を考慮に入れて行なわれたものである.
 研究材料および方法
 研究材料にはウイスター系成熟ラットを用いた。断頭後直ちに頭蓋を開き,脳の表面を走る動
 脈の数箇所よむ約1-2恥皿の長さに動脈を切り出し,pHZ4に緩衝した1%冷オスミウム酸
 等張溶液で約2時間固定し,皿Po亘812に包埋した。それらを横断または縦断切片とし,酢酸
 ウランあるいは.Millonigの鉛溶液で染色を施し,電子顕微鏡を用いて動脈壁全周をくまなぐ
 観察'した。さ.ら庭有髄神経線維を光顕的に追求するため,同様に包埋ののち連続横断切片とした
 ものは,て%トルイジン青溶液にて染色し観察に供した。
 観察結果および考察
 頭蓋内動脈の外膜最外層には扁平に拡がる線維芽細胞層があわ,外膜の外延は常に明確であるb
 動脈壁にみられる神経線維むよびその終末は全て外膜内にのみ発見され,中膜のなかにまで進入
 する線維は全くない.有髄神経線維は,脳底動脈の尾側部と大脳動脈輪を形成する内頸動脈にみ
 られ,他の動脈には発見されない。渡銀法による報告では外膜に極々の形態の知覚神経終末があ
 ると云われて変り,ここにみられる有髄線維も知覚性と思われるが,その終末までは追求し得な
 い。無髄神経線維は,一般に脳下面の動脈特に大脳動脈輪誇よび脳底動脈に多数みられ,これよ
 力末梢に向うに従い次第に減数し,中膜平滑筋1田胞の消失に先立ち全く発見されなくなる。前大
 脳動脈の主幹は脳梁上縁の中央部まで,中大脳動脈では前頭枝の分岐点と側頭枝.・頭頂枝の分岐
 点との間まで,後大脳動脈では松果体の下方まで,上小脳動脈では三叉神経と交叉する部位まで,
 それぞれ無髄神経線維を追跡することができる。これら諸動脈の分枝冷よび末梢部は原則として
 神経分布を受けない。例えば,前大脳動脈哩頭放冷よび中大脳動脈頭頂枝ぱ,いずれも直径約50
 μで中膜内にな浄2-5層の平滑筋層が存在するにもかかわらず,もはや神経線維を随伴しない。
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 しかし前有孔質より脳実質内に進入する動脈中心枝,登よぴ脳下面の内頸動脈よわ直接分岐する
 細動脈は.いずれも直径約20μで中膜平滑筋層もただ1層でありながら神経線維の分布を受け
 るものもある。脳底動派橋枝も直径約50μの細動脈に属するが神経線維を伴う。以上のように
 頭蓋内動脈に対する自律神経線維の分布は,動脈あ直径よりぱ動脈の位置に関係が深いものと推
 測される。また解剖学的にみて,脳の血流調節に最も重要と思われる部位に神経線維の分布が集
 中していることは,脳の局所循環に対する神経性調節内子の関与が考えられる。しかし神経線維
 を全く伴わない動脈末梢部の平滑筋がどのよりに統御されているかは明らかでない。
 無髄神経線維はSchw邑且息細胞の胞体」)なかに埋められ,さらにSchwanロ細胞の表面薩底
 膜に包まれる。中膜に近づくに従いSc五Wann細胞はもはや巳xoロの全周を包まず,axoロは
 部分的に組織腔に露出し,その露出面を基底膜が直接被うに至る。さらに平滑筋細胞との対向面
 では基底膜をも失ない,筋綱胞表面の基底膜と直接向い合うこともしばしばである。しかし精管平
 滑筋,瞳孔散大・括約筋等で報告されたような平滑筋細胞表薗の基底膜をも介在しない神経筋接
 合部は発見されず,axonと平滑筋細胞との間は最も接近したものでも約800盆の間隙を有す
 るのが通常である。外膜外廓にみられる.axo且は直径約a1一α6μで,多数のneurofi1嚇
 ament澄よび少数の糸粒体とを含むが》中膜に近づくと直径約e5-112μとな動.neur-
 Of1■amentにかわ豊oy'napti.oΨe8ic■eεの集団と糸粒体とを備えるに至る。これは
 神経筋接合部にむいて著明であるが,中膜よカかな匂離れた部位にても稀にみられることがあ
 る。臼y急aptic've8io■e8は直径約400-500鼠で,全て明るい内部構造を示すもの
 ばかカで.aαrenergic8ynaP8eに特有といわれる密な顆粒を持つve8ic■eは発見さ
 れない。膵内細動脈,.松果体の動脈に関する電顕的観察ではadre且ergic8y且apeeヵ勤る
 と報告されているが,ラットの頭蓋内動脈の神経性調節にはOholinergic8ynap8eが主
 役を演じるものと推測される。
結 語
 ラット頭蓋内動脈に対する自律神経線維の分布を電顕的観察により明らかにした。神経線維は
 脳下面の動脈主幹むよひ」・部の分枝にのみ見られ,動脈末梢部は原則として神経を所有しない。
ロ
 神経線維は全て外題内にの刑発見され・中膜に近づくと直径約400-500Aの明るい内部構
 造を示す日ynap七icv98ic■e8の集団と糸粒体とを備え,中膜外面の平滑筋細胞に近接し
 終末形成を行なう。
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 審査・～結㌃果・・の要.旨
 脳血流の調節について越・従来・より数多くρ因子があげら塵て悟る炉・本論文は特にその神経、
 性因子について頭蓋内動脈K対する祈経支配を形態学的に研究したもので変る・即ちラットの頭
 蓋内動脈のできるだけ多く.の部位奪取り出し,その動脈壁全周を,電顕あるいは光顕を用いてく
 まなく観察し,次の結果を得ている。
 頭蓋内動脈に対する自律神経線維の分布は,動脈の部位によって著しい差異が認めちれる。
 脳下面においては細い動脈にも神経線維が存在し,内頸動脈,脳底動脈の壁には特に豊富であ
 る。それより末梢に向うに従い,線維は減数し,中膜平滑筋細泡の消失に先立ち全く発卑されな
 くなる。たと.えに'!中大脳動脈の前頭枝むよび頭頂枝は約50μの太さを斉し・かつ中膜内犀2
 ～5届の平滑筋線維を含むにもかかわらず,全く神経線維の分布を受けない.。一方,前有孔質よ
 り脳実質内に進人する動脈中心枝,むよび脳下面の細動脈は直径約2臼0μで,平滑筋層はただ
 一層であるにもかかわらず,神経線維を伴う。即ち,頭蓋内動脈に対する自律神経線維の分布は
一
 動脈の直径よ'りは動脈の位置に関係が深いものと推測される。
 神経雛は釘外膿めみ翠越守刀轍かにまで進入するものはない・神経繍囎
 鍋の雌外脚綿離郷対区のみで動,触る部位で鰭経線絵描糸廷胞鯛は・
る
 一層の基底肇が介在すξの.みで剃る,.神経線維は,中膜に近づくに従って直径約400～5PqA
 の明るい内部構造を示すsynapUcvesicle8の集団と糸粒体とを備え終末形成含行う。
 ラットの頭蓋内動脈の神室性調節にはChoユmergiCnerveが主役を演じている。
 以上の所見により,頭蓋内動脈の各部に対する自律神経線維の分布を系統的に明らかにし,且
 つ神経線維の中膜平滑筋細胞表面庭おける終末構造をも解明し,脳血流の調節機構,として脳血管
 の神経性支配を形態学的に裏付けたものであ疹,
 よって学位授・与に値する。
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